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研究の目的 

本研究では、「子ども観」に着目し、①保護者②保育者

③大学生④保育者志望学生⑤高校生などを対象とし

て「子ども観」に関する調査を行い、それぞれの「子ども

観」の違いや特徴などを明らかにし、子育て支援の課題

や対策を明らかにしたい。また、いずれ親になるだろう、

高校生・大学生を対象として、時系列的な調査を行い、

「子ども観」の形成過程を明らかにしたい。 
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先行研究 

大学生を対象として、とくに実習前後の子ども観を比較

した研究（大滝、2004；岡田、2006；谷口・長谷川・石

井・泊・西田・豊永、2007；星野・日潟・吉田、2008 ；遠

藤・後藤、2004年；吉田・佐藤、1991）。 

保育・教育者のもっている子ども観、子ども像、保育・教

育観などのあらゆる観念形態（Belief System）に関する

研究（森・大元・西田・植田、1984；森・大元・植田・西田、

1985；森・植田・大元・西田・湯川、1986）。 
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「子ども学」の観点 

佐野美津男 『人間選書３８子ども学』農山漁村文化協会、
1980年。 
• 「子どもというのはこういうものだ」とおとなは暗黙のうちに決めつけて
いる。 

• 「子ども像」ではなくて、「子ども観」が大切。 

*像派 

- 子ども像によって子どもを捉えようとする人 

- 期待される人間像「こうあるべき」 

*観派 

- 子ども観によって子どもを捉えようとする人 

 

津守真『子ども学のはじまり 』フレーベル館、1979年。  
• 「子ども学は子どもとは別のところでつくられた理論の応用ではな
い。」「子どもとふれるところにつくられる知恵である」 

• 児童心理学でも発達心理学でもなく、「子どもの世界そのもの」を研
究する分野。 
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調査方法 

調査対象：H短期大学の保育学生99名 

調査方法：次の①～③の調査については、別々に実施
した。①は入学時、②に関しては実習オリエンテーショ
ン時に4回実施し、その場で回収した。③に関しては
webで4回実施している。 

① 基礎調査（性別、学年、志望動機、中・高校の実習体験・職
場体験などの有無など） 

② 子どものイメージに関する41項目（岡田（2006）と星野・日潟・
吉田（2008）の用いた項目を引用。） 

③ 保育観や子どもの援助等に関する設問31項目（森・大元・西
田・植田、1984など） 
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調査時期：次の時期に4回実施した。 

① 2010年6月（実習前） 

② 2010年8月（実習後） 

③ 2010年12月（実習後） 

④ 2011年6月（実習後） 
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① 
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図２ 子どものイメージ＜明朗性＞についての年次比較 
F（３，３８５）＝0.356 n.s. 
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図３ 子どものイメージ＜自立性＞についての年次比較 
F（３，３８５）＝3.355 ｐ＜.05 
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図４ 子ども観（イメージ）の４つのタイプ 
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あなたは友達に比べて保育に関する本（単行本）
を読みますか 
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年長児のC君は自分のやりたいことを見つけ、そ
れに熱中し、いつもひとりで遊んでいます。 

このC君をあなたはどう思いますか 
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